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本学では2024年度、ついに教員採用試験現役合格者10名を達
成しました。卒業生も毎年10名以上コンスタントに採用されてい
ます。新潟県内の校長先生、教育委員会の人に会うと「新潟医療
福祉大学出身の人が増えてますね。」「皆さん明るく元気で子ども
に人気があります。」という声をよくいただきます。

合格した皆さん一人一人に様々なドラマがあります。「隙間時間
は常にセンターで勉強した」「センター在駐の先生に頻繁に相談や
個別指導を自分から積極的に受けて自信を付けた」「1年生から学
習支援ボランティアと試験勉強を行い、地道な努力で苦手な部分
を克服した」「試験まで残り半年から本気になり、毎日センターと
図書館を行き来して猛勉強した」「出身県が採用0だったことにも
めげず、複数の他県を受験し見事に合格」「長年の夢であった特別
支援学校教諭の免許を臨時教員をしながら取得した」「小学校の臨
時教員がきっかけで小学校免許を取得し、小学校教諭になった」

「人間力を高めてから教師になろうと会社勤務をし、その後臨時教
員2年を経て正式採用」「現役合格確実と言われたが5年連続不合

格。諦めず6年目でついに合格」
教職支援センターは皆さんの夢の実現のた

めに、現役生はもちろん、卒業生も支えます。
勉強の仕方の助言、面接練習、資料提供、情
報提供、休日の模擬試験、お盆休みを返上し
ての試験対策指導、夜のオンライン指導など、
様々な内容と形態でサポートしています。行き詰まり、意欲の減
退、勉強の時間確保の悩みなどなど…順調に進む人はほとんどい
ません。教職支援センターは一人一人のニーズに合わせて、いつ
も皆さんに寄り添ってきました。教員になるチャンスは無限です。
皆さんの周りにそのチャンスは溢れています。教職支援センター
はいつでも、いつまでも、教員を目指す皆さんを支えます。既に
センターを活用している人はより一層の活用を、迷っている人は
迷っているままで良いのでぜひセンターの扉を開けください。今
年もまたどんなドラマと出会えるのか、私は今から楽しみで楽し
みでたまりません。

健康スポーツ学科、健康栄養学科、看護学科1年次に開講さ
れている「教職概論」は、教員免許取得のための導入科目です。
教職の意義・役割・職務内容について理解し、教職に対する自
らの適性を考察し、今後の教職課程を履修し続けるかどうかを
決定できるようになることを目標としています。また、教育の
専門家として必要な基礎的知識を身に付けるとともに、教育者に求められる使命感
や教育愛を養うことも期待されています。

全15回のうち、前半は、教師について、養護教諭や栄養教諭も含め様々な校種の
教員の仕事、授業づくりや評価の基礎的な内容を学びます。後半では、教師の専門
性や服務、教師を取り巻く環境や学校内外での連携の在り方など、様々なテーマに
ついて学びます。

また、本授業用に教科書を作成しており、各回の授業では、履修者が教科書を読
んでいることを前提に
映像の視聴を経ての意
見交換などのグループ
ワークや発展的な内容
も学びます。履修者の
中で教員の仕事に関心
を持つ人が少しでも増
えたら嬉しいです。

（佐藤裕紀）
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教職支援センター ニューズレター
2025年６月25日発行

あとがき
　新潟医療福祉大学教職支援センターのニューズレターをご覧いただき、ありが
とうございます。2025年度は、19名のメンバーでセンターの活動を進めてい
きます。本号では、新たに加わった3名にインタビューを行い、掲載しました。
新潟県、新潟市教員として豊富な経験をお持ちの先生に、みなさんの先輩にあた
る卒業生の先生と、学生のみなさんにとって様々な角度から学びをもたらしてく
れそうですね。
　本年度も教職支援センターでは、学生の学びを支える情報を発信していきま
す。どうぞよろしくお願いします。
� （健康スポーツ学科　小池大輔）

新任教員インタビュー
今年度、本学教職支援センターに新しくお迎えした3名の先生方にインタビューしました。教職を目指す学生の皆さんは、先生方とかかわる機会が

多くあると思います。ぜひご一読ください。

お知らせ/今後の予定

▶教職担当教員による教員採用試験対策 学内講座
　4月～7月にかけ、各種講座を開講中です。4年生を中心に積極的にご参加ください。3年生以下も歓迎します。

曜日 時限 講座 担当教員 備考
月 4限 直前総合演習Ⅳ（保健体育教諭向け） 森先生 健康スポーツ学科3・4年生対象
水 3限 面接演習Ⅱ 戸川先生
木 3限 教育課題演習Ⅱ 逢坂先生
木 2限 直前総合演習Ⅱ（栄養教諭向け） 森泉先生 健康栄養学科対象
金 1限 直前総合演習Ⅰ－教職教養＆一般教養演習－ 久保先生＆堀先生
金 3限 教採対策総合演習 脇野先生＆小池先生 授業等で参加できない場合は要相談

学科指定曜限 直前総合演習Ⅲ（養護教諭向け） 丸山先生 看護学科3・4年生対象

▶学習支援センターの利用について
　�図書館1Fラーニングコモンズ内 学習支援センターでは一般教養の勉強について相談できます。数学・化学・物理や日本語表現、お礼状の書き方の指導も行っ

ています。お気軽にご相談ください。
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也 先生　健康スポーツ学科
①趣味・特技
趣味は、カテゴリーを問わずバスケットボールの指導に携わることです。日本バスケット
ボール協会のコーチ養成に関わる「コーチディベロッパー」の資格を持っているため、コー
チライセンスを取得する方と一緒にコーチングを学ぶことがとても楽しいです。
②学生時代に打ち込んできたこと
学生時代は、とにかくバスケットボール一筋でした。小学校4年生から29歳まで、およそ
20年間は選手として活動しました。全国大会で優勝したことも大きな思い出ですが、優勝
できなかった時の悔しさ、仲間との絆は一生の宝物になっています。
③家族構成
家族は妻、長女（高校生）、二女（中学生）、長男（小学生）の5人家族です。私が大学教員

になったこともあり、今年度から、家族それぞれの校種が異なる一
年がスタートしました。それぞれの校種の特徴を感じることがで
き、家族の会話も弾んでいます。
④学生へのメッセージ
教員になること（教育を職業にすること）を志すことは、とても尊
いことだと思います。教員にならずとも、教員免許を取得すること
は、いつか親になったとき、企業での社員教育に携わるとき、必ず
役に立つはずです。共通していることは、「人の成長を支える」こ
とだと思っています。学校現場では、生徒の成長を支えようとする
ことで、気づくと教師である自分自身も成長していることに気づかされます。そんな尊い職
業である教員をたくさんの学生に目指してほしいと心から願っています。

大
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浦 拓
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徳 先生　健康栄養学科
①趣味、特技等
筋トレ、アウトドアスポーツ、RPGゲーム、読書。いろんなものに興味を持ちやすいです。
皆さんの趣味などがあれば教えてください。
②学生時代に打ち込んできたこと
学生時代は新潟医療福祉大学の陸上競技部に所属しており、砲丸投げを中心に行っていまし
た。中学から始めて今年で14年目になります。今も少し続けています。
③新潟の好きなところ
私は新潟に来て今年で8年目になります。いろんな場所に行くのが好きなので、新潟を結構
巡りました。行ってよかった場所をピックアップしておきます。
・�星：八方台/星峠の棚田（十日町）…星がきれいです。どうやらグランピングもできると

か…。
・�湖：瓢湖/佐潟（新潟市西区）…季節によっていろんな鳥が見ら

れます。備え付けの望遠鏡も！
・�観光地：美人林/寺泊/越後シーサイドライン（ドライブ）/マリ

ンピア/うみがたり/高田公園（桜）
・�北区の飲食店：どんどらさん（うどん）/ラ・トラットリア・エ

ストルト/すばる屋（親子丼）　何よりもお米がおいしいです！！
ぜひ新潟を楽しんでください！
④学生へのメッセージ
研究室はF棟にあるF208になります。大学時代に中学・高校の専修免許まで取得している
ので教職を頑張っている皆さんのお力に少しでもなれればと思っています。これからたくさ
ん関わる機会があると思いますが、その際はよろしくお願いします。
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輔 先生　健康スポーツ学科
①趣味・特技
あまり趣味らしいものはないのですが、あえて言うならキャンプです。自然に囲まれながら
のんびり過ごすこと、焚火の火を見ながらぼーっとすることがとても幸せです。あとは、健
康のために始めたジョギング。正直なことを言うと、とてもしんどいのですが…、趣味とい
えるくらいに続くといいなぁと思ってしぶしぶ走っています。
②学生時代に打ち込んできたこと
小学校・中学校では野球。高校ではバスケットボール。大学ではミニバスケットボールの指導。
スポーツに打ち込んできた学生生活でした。大学では、バイトをしたり、ボランティア活動を
したり、遊びに出たり、コンサートに行ったり、時々勉強をしたり…。やりたいなぁと思ったこ
とに120％全力で打ち込んできました！今考えると、一番充実した時間だったな～と思います。

③なぜ大学に？
これまでの教員生活、未来ある子どもたちの成長にかかわれること
に、やりがいを感じていました（大変なこともありますが）。ただ、
働きながら大学院にいく中で、「これからの教育を担ってくれる学
生に、自分の経験を伝えながらサポートしていきたい！」「自分自
身ももっと学びたい！」という思いが強くなり、一大決心をして大
学教員になりました。
④学生へのメッセージ
人生の中で一番自由度があり、充実した日々を過ごせる4年間。ど
う過ごすかは、あなた次第。思いっきり学び、思いっきり遊び、やりたいことに遠慮せず取
り組んで、あなたの経験値をアップさせ、魅力ある教員・社会人になってください。何かあ
ればいつでもサポートするので、声をかけてくださいね。


